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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は，国外の研究者との連携の下推進してきた研究プロジェクト・「学習者の観点か
らみた授業研究」（Learner’s Perspective Study）で開発した研究方法を用いて，「文化的営み」
としての授業の本性を探り，よりよい授業に向けての授業改善の指針を得ようとするもの
である。小学校算数科における一連の系列における授業の特質を，授業データ，インタビュー
データの分析を通して学習者の立場から探り，経験豊かな教師による授業の特徴を解明した。
授業は単一の型（パターン）に収まるものではなく，ここの授業事象が学習者にとって様々な
意味をもつことが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The Learner’s Perspective Study (LPS) is an international study of the practices and associated 

meanings in ‘well-taught’ eighth-grade mathematics classrooms in participating countries. The 

current study employed the methodology in the LPS which offered teachers and the students the 

opportunity in post-lesson video-stimulated interviews to identify those events in the lesson that 

they felt to be significant and to comment upon the events of personal importance, as well as to 

comment on what is a good lesson for them. The analysis suggested that, in particular, the process 

of mathematics teaching and learning in Japanese classroom could not be adequately represented 

by a single lesson pattern and that elements in the pattern themselves can have different meanings 

and functions in the sequence of multiple lessons. 
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１．研究開始当初の背景 

 授業という社会的・文化的な営みを研究す
るために，国際比較の手法が採られることが
ある。特に，第 3 回国際数学・理科教育調査

（略称 TIMSS）に附随して行なわれた授業
の研究（「TIMSS ビデオ研究」）をきっかけ
に，数学教育の分野では，授業を比較文化的
観点から研究する試みが浸透してきた。そし
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て，この研究によって，他国の教室における
実践とはやや異なった様相をみせる日本の
授業の特徴が，様々な観点から浮き彫りにさ
れた。この TIMSS ビデオ研究の研究成果を
踏まえ，数学科授業をより多面的に分析し，
その知見を補完することを意図した研究プ
ロジェクト「学習者の観点からみた授業研究
（The Learner’s Perspective Study: 略称：
LPS）」が進められてきた。この新しい研究
では，世界 16 カ国の研究者の参加のもと，
各国の数学科授業の構造や授業者の教授行
動，学習者の意味構成等について，授業者・
学習者の双方の観点からみた授業の分析が
行われている。 

 本研究課題は，この２つの大規模授業研究
に参画した研究代表者が，授業の国際比較研
究の進展を背景に，日本の授業の文化的特質
に迫ることを意図して展開する研究である。 

 

２．研究の目的 

 本研究課題では，国外の研究者との連携
の下，推進してきた研究プロジェクト・「学
習者の観点からみた授業研究」（Learner’s 

Perspective Study）において開発してきた研
究方法論を用いて，「文化的営み」としての
授業の本性を探り，よりよい授業に向けて
の改善の指針を得ようとするものである。
そのために，小学校段階での算数科における
一連の授業系列（例えば 10 単位時間以上継
続して実施されている「単元」）のなかでの
学習者である児童の立場からみた授業の分
析を，授業データ，インタビューデータの分
析を通して行うことを目的としている。 

 

３．研究の方法 

 本研究課題では，以下のような研究項目

を設定し，国内の研究組織内での研究分担

と海外共同研究者との緊密な協力・連携

によって，各項目に計画的かつ組織的に取

り組むことにした。 
(1) 小学校児童を対象としたデータ収録方

法の理論的・実証的検討 
(2)授業データの分析及び小学校・中学校間

での比較 
(3)国際比較を通して浮き彫りになる日本の

算数・数学科授業の特徴の探求 
 これらの研究項目のために，従来から採
用してきた研究方法を援用し，小学校児童
の学習に焦点化した授業分析のための研究
枠組みの検討，およびデータ収集の対象と
方法，分析単位の理論的検討を行った。さ
らに，授業における教授行動と学習行動の
分析，授業後における授業者と学習者の意
味構成の実際を，既存の中学校のデータに
加え，宇都宮市内の公立小学校や都内の国
立小学校で収録した授業データから分析し
た。さらに，諸外国の授業についての分析結

果を参照し，日本の授業の特質を検討した。 

 
４．研究成果 
 本研究の分析結果から，主として以下のよ
うな知見が得られた。 
(1) 系列の中に位置づく授業の構造の解明 
 本研究では，指導経験豊富な教師の授業を，
10 単位時間以上連続で収録し，そのうち 10
時間分をデータとしている。このことによっ
て，TIMSS ビデオ研究で指摘された日本，ド
イツ，アメリカの授業において典型的とされ
た「パターン」が，必ずしもそのまま出現し
ないことが明らかになった。すなわち，一連
の系列の中では，それぞれの授業が単一の型
には収まりにくい，より複雑で多様な様相を
示すこと，また単純化された「型」によって
授業を特徴づけることが困難なことなどが
明らかになった。 
(2) 学習者の観点からの授業の意味の分析 
 本研究では，収録されたばかりの授業の映
像を用いて授業後のインタビューが行われ
た。インタビュー対象者には，再生用のリモ
コンが手渡され，授業において「自分にとっ
て重要であった箇所」について説明すること
などが求められた。このインタビューの反応
を分析した結果，学習者と授業者とで，授業
における「重要な箇所」の知覚，およびその
根拠となる認識が一致する場合と異なる場
合の両方が特定された。この結果からみると，
指導経験が豊かな教師が，教師と学習者の間
や学習者同士の間での知覚のずれと一致を
適宜利用しながら，学習者を当該の問題や授
業における学習活動に巻き込んでいくよう
に教授行動を行っていることが示唆される。 
(3) 授業事象の質的な分析 
 授業の質的分析からは，経験豊かな教師に
よる授業の特徴が明らかになった。実際，指
導経験豊かな教師による授業では，数学的活
動の「規範」が指導内容を構成しているとい
う特徴も見いだされた。すなわち，当該の数
学的な概念や手続きのみならず，得られた解
答を確かめることや，よりよい解法を求める
ことなど，数学を学ぶ上での「心構え」や「大
事なこと」なども，意図的な指導の内容とな
っているとみられる。 

 また，単一授業内や複数の授業間における
「明示的連結」（ある授業内で同一授業の他の
箇所や他の授業に言及する発話）を分析した
結果，いずれの授業においても，数学的方
法を互いに関連させて重層的に理解させよ
うとする教師の意図の下で，授業内•授業間
が緊密に関連づけられている様相が明らか
になった 

(4) 研究方法論の検討 
 算数科授業の展開の分析，授業者・学習者
に対するインタビューデータの分析結果，及
び本研究がこれまでに行ってきた中学校数



 

 

学科授業の分析結果との比較を通して，児童
を対象とする再生刺激インタビュー法につ
いての研究方法論上の課題が指摘された。す
なわち，子どもの学習過程についてさらに
詳細な分析・考察が可能となるようなデー
タ収集の方法として，２名の子どもに焦点
をあてたカメラで授業中を通じてビデオ映
像を撮影すること，授業後のインタビュー
も同一の子どもへ継続的に実施すること，
そして，インタビュー項目に学習感想への
子どもからのコメントを加えるなど学習過
程を明示的に子どもに語らせることの必要
性が示唆された。 
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